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会計別の当初予算（案）
会　　計　　名 予算額（千円） 前年度比（％）

一 般 会 計 3,712,000 1.8

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1,046,871 6.4
老 人 保 健 0 皆 減
後 期 高 齢 者 医 療 80,566 5.1
介 護 保 険 641,777 0.3
奥山田地区簡易水道事業 52,240  7.6
公 共 下 水 道 事 業 602,730 ▲ 12.5

水 道 事 業 会 計 343,795 0.2
総　　　　　　額 6,479,979 0.8

３月町議会定例会の日程
会 期 平成 23 年３月８日㈫～３月 30 日㈬　23 日間

本　 会　 議

開 会 ３月 8日㈫　午前10時

一 般 質 問
３月10日㈭　午前10時
３月11日㈮　午前10時（予備日）

再 開 日
３月17日㈭　午前10時
３月29日㈫　午前10時

常任委員会
総務産業常任委員会 ３月15日㈫　午前10時
文教厚生常任委員会 ３月16日㈬　午前10時

特別委員会 予 算 特 別 委 員 会

３月22日㈫　午前10時
３月23日㈬　午前10時
３月24日㈭　午前10時
３月25日㈮　午前10時（予備日）
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〈歳　　入〉
　①一般財源の状況
　　○町税収入　△210万円減 （△0.1％減）
　　○地方譲与税 ､ 各種交付金の減 △580万円減（△2.4％減）
　　○地方交付税  8,000万円増 （10.7％増）
　　○臨時財政対策債　△6,360万円の減（△19.4％減）

〈歳　　出〉
　①義務的経費等の推移
　　○扶　助　費　5,700万円増 （13.4％増）
　　○繰　出　金　1,350万円増 （3.2％増）
　　○公　債　費　△430万円減 （△0.9％減）
　②未来への芽吹きを力強く後押しする施策を推進
　　～３つの柱～　7億4,790万円

　　　□次代を担う子どもたちを育むまちづくり　　3億2,120万円
　　　□暮らしを守るまちづくり　　　　　　　　3億5,500万円
　　　□安心・安全なまちづくり　　　　　　　　　　7,170万円

　③限られた財源を重点施策項目に重点的に配分
　　　　６つの重点プロジェクト 
　　　　　①地域福祉対策プロジェクト
　　　　　②健康長寿日本一プロジェクト
　　　　　③安心・安全プロジェクト
　　　　　④環境対策プロジェクト
　　　　　⑤教育環境充実プロジェクト
　　　　　⑥産業・観光活性化プロジェクト

〈収支不足〉
　　　収支不足額　△１億2,430万円

〈財政改革の取組み〉
　収支の均衡を図るため、全庁一丸となって財政改革を推進。
　○削減等総額　△7,300万円

　　　 ▽簡素で効率的な組織運営（人件費の削減等）　△3,650万円
　　　 ▽業務の選択と集中　△1,300万円
　　　 ▽経常経費の見直し　△2,350万円

〈財源の確保〉
　　○特定目的基金の活用　3,480万円
　　○起債（事業債）の発行増　1,650万円

〈財政調整基金の取崩し〉
　収支の均衡を図る健全財政を維持

　　　財政調整基金取崩額　０円

　　　□財政調整基金残高
　　　　�11億4,210万円（見込み）　�10億7,010万円　�10億2,700万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）増減額（率）は対前年度比

一般会計

一般会計

歳　出
地方交付税
830,000
（22.4%）

町　税
1,529,501
（41.2%）

町　債
348,900
（9.4%）

府支出金
286,516
（7.7%）

国庫支出金
277,849（7.5%）

地方消費税交付金
106,600（2.9%）

その他
279,141（7.5%）

民生費
1,117,222
（30.1%）衛生費

363,688
（9.8%）

公債費
460,574
（12.4%）

教育費
428,455
（11.5%）

土木費
385,347
（10.4%）

農林水産業費
120,447（3.2%）

消防費
230,766（6.2%）

議会費　86,632（2.3%）

（単位：千円） （単位：千円）

一般会計

歳　入

予算のあらまし

対前年度比
1.8％増

明日を育み 未来へ芽吹く 宇治田原予算

諸収入
53,493（1.4%）

総務費
439,995
（11.9%）

※端数の関係上、（　）内は100％の数値に
　なりません。

平成23年度 当初予算 37億1,200万円平成23年度 当初予算 37億1,200万円

その他
78,874（2.1%）

その他　78,874（2.1%）
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◇子育て支援医療費支給事業　拡充　 …………28,400千円
安心して子どもを産み育てる環境を整えるため、中学校修了までを対
象に医療費を全額（一部自己負担月200円を除く）助成します。

◇地域で育む３世代交流事業
　　新規　………350千円
祖父母世代と交流することに
より、親子がともに学び成長
できるよう支援事業を実施し
ます。

◇障がい者仕事支援事業　拡充　……………………360千円
障がい者施設の仕事内容の充実・発展を支援し、生きがいと生活の安
定向上を図ります。

◇住民体育館バリアフリー整備事業　新規　……6,312千円
障がい者用トイレの設置や、１階廊下に手すりを設置するなど住民体
育館のバリアフリー化を進めます。

◇地球にやさしいノーマイカー促進事業　新規　………223千円
住民、企業、行政が協力し公共交通機関の利用等を促進し、自動車の
利用を削減することで二酸化炭素の排出を抑制します。

◇住宅用太陽光発電システム設置補助事業　……1,200千円
再生可能エネルギーの普及促進のため、住宅用太陽光発電システム設
置に対して補助します。

◇環のくらし地域活動促進事業　…………………1,860千円
環境保全のためのライフスタイル変革を促すため、住民が自主的に取り
組む資源回収に補助金を交付し、地域での様々な環境活動を促進します。

◇学校図書館連携システム
　整備事業　新規　
　………………1,053千円
小・中学校図書館と町立図書館と
のネットワーク網の整備を図り、
図書の検索・貸出による学校図書館支援体制を構築します。

◇中学生ふれあいサポーター配置事業　新規　…1,192千円
京都府警スクールサポーターと連携し、生徒たちが学校生活をスムー
ズにおくれるように見守り支援活動を実施します。

◇就学援助事業　拡充　…………………………21,266千円
児童生徒が安心して教育が受けられるよう奨学金の支給や通学費の補
助などを実施し、就学を支援します。

◇学力充実事業　……………………………………7,239千円
学力の充実・向上のため、学力診断テストを実施し、一人ひとりの学力
の課題を見出し、習熟度に合わせたきめ細かな学習指導を実施します。

◇「健康寿命日本一」
　まちづくり　新規　
　…………44,217千円
健康づくりの柱である「栄養」、
「運動」、「保健･予防」を中心
に住民の自発的な健康増進の
取組みを支援し、健康寿命の
延伸を図ります。

◇高齢者福祉サービス事業　……………………13,280千円
高齢者やその家族が安心して生活できるよう、生活支援サービスを提
供し、自立を促し、生活の質を高めます。

◇地域支援事業　……………………………………8,761千円
要支援・要介護者の自立した日常生活を支援します。また、要支援・
要介護者にならないための予防事業を実施します。

◇子どもたちを守る新ワクチン接種事業　新規　…10,000千円
子どもの細菌性髄膜炎を予防するヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワク
チン、子宮頸がんを予防するHPVワクチンの接種費用の全額を助成し、
接種促進を図ります。安

心
・
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◇橋梁長寿命化修繕事業　………………………19,294千円
経年劣化が進む橋梁の長寿命化に向け、修繕計画に基づく補強・修繕
を行います。

◇救急自動車整備事業　新規　……………………3,233千円
緊急時における安心・安全の確保のため、宇治田原分署救急自動車に
搭載している除細動器を新しい機種へ更新します。

◇多機能消防資機材整備事業
　…………10,996千円
あらゆる自然災害への対応を
想定し、多機能型消防車両や
多機能資機材を整備します。

◇防災マップ改訂事業　新規　…………………1,200千円
土砂災害警戒区域等に新たに指定された地区等を防災マップに追加表
示し、情報提供を図るとともに、防災意識の高揚を図ります。 産

業
・
観
光
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◇日本緑茶発祥のまち
　魅力発信事業　拡充　
　……………7,090千円
日本緑茶発祥のまちの魅力を
広く発信するため、集団茶園
への看板設置や茶摘み体験招
致などの事業を実施します。

◇緊急雇用創出事業　拡充　……………………27,350千円
経済情勢の急変により離職を余儀なくされた求職者に就業の機会を提
供し、雇用を創出します。

◇町内雇用促進事業　新規　………………………3,030千円
町内の雇用を確保するため、正規職員を採用した事業所に助成金を交
付します。

◇企業誘致促進事業　新規　…………………………300千円
◇新市街地整備計画推進事業　新規　………………212千円
贄田地区等の砂利採取地跡地を新市街地区域とし、民間による大規模
工場用地の整備を誘導し、企業誘致活動に取り組み地域経済の活性化
を図ります。
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【お問い合わせ】町議会･議会傍聴に関すること　　予算に関すること・協働のまちづくりの推進等に関すること
　　　　　　　　 議会事務局（☎88－6641）　　　　企画・財政課（☎88－6632）

　いきいき宇治田原職員提案制度事業
　平成22年度よりこれまでのゼロ予算事業をより充実させ、「いきいき宇治田原職員提案制
度」を実施しています。職員一人ひとりが創意工夫により経費を極力かけずにサービス効果
を発揮する事業、また、職員の気づきにより、積極的に事務や事業の改善を行う事務･事業改善
など、新しい発想による職員からの提案により住民サービスの向上へとつなげていきます。

　ゼロ予算事業 ～経費を極力かけない事業～

▲

あんしんＡＥＤ設置推進事業▲

『野生動物との共生』みんなでどんぐりの森づくり事業▲

安心・安全な地域づくりパトロール事業▲

チャレンジ再生茶園事業▲

証明発行・申請代行事業『届ケ－ル』▲

イベント時「まちかどふれあいひろば」提供事業

▲

ふれあい芸術・交流ひろば提供事業▲

まちの名人～あんな人、こんな人～紹介事業▲

～高めよう！政治や選挙への関心～　新成人、模擬投票事業▲

ギャラリーバス運行事業

　事務･事業の改善 ～気づきの中で積極的に事務改善～

▲

「求められる職員像」策定事業▲

～眠っていませんか？ボールペン～ 事務用品リユース事業

宇治田原町ともに創るまちづくり推進条例
●平成22年４月１日制定・施行

（仮称）ともに創るまちづくり　推進計画
●平成23年５月制定予定

ともに創るまちづくり　推進委員会提言

自主的な
活動団体 ボランティア団体区・自治会

大学の知 町
まちづくり活動
を行う個人

「ともに創るまちづくり推進本部」の設置
●総合支援窓口の設置
●地域活動推進員の配置
●区・自治会への活動支援
●ボランティア団体等への活動支援担当の配置
●地域活性化活動助成金（府地域力再生事業と連携支援）

一緒になって
対等のパート
ナーとして

活動団体
個 人

区･自治会

町役場
職 員

「ともに創るまちづくり」の推進

「自主的な地域活動を
支援する推進本部」
を拡充再編

自主的な活動
の実践者など
10名で構成具現化

条例を推進するための協議会
・計画の推進、進行管理の主体、
・まちづくりの課題に対する仕分け
・協議会主催事業の実施、住民、職
　員ともに学ぶ場の開設　　など


